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第 1巻　唐墨 1【2026 年 8 月刊行予定】

第一章　古墨の形状彫刻の美 ―3D 形状測定機による撮影併用―

第一節　古墨の眼光
第二節　古墨の紋様
第三節　古墨の文字
第四節　古墨の型と収蔵箱の装飾性

第二章　明代墨
第三章　清代康煕年代墨
第四章　古墨の墨譜・原稿類・試墨帖・墨型
第五章　古墨の内部組成の解析と考察

第一節　古墨（明代墨・康煕墨・乾隆墨・江戸古墨）11 種の解析と考察
第二節　MRI（磁気共鳴画像法）による唐墨・和墨の密度の解析

と考察
第三節　古墨における膠の由来動物種の解析と考察

第六章　古墨の表面観察
第一節　古墨装飾における金と藍の顔料解析
第二節　古墨の体積抵抗計分析の考察
第三節　古墨の表面観察（漆磨き・金巻などについて）

第七章　古墨の解説

全３巻　目　次（予定）

● 	唯一無二の貴重な古墨 550 点を一挙初公開
　日本黄檗宗の祖・隠元禅師（1592-1673）が来日時に持参した「拱翠堂墨」や、洋画家・岸田劉生が愛蔵した
「文犀照水図墨」（山中商会請来の明代墨）、後水尾天皇（在位 1611-29）が使用した御手用残墨、徳川 8 代将軍・
吉宗（1684-1751）が上覧した漆函入り古墨など、文化財級の唐墨・和墨の名品を含めた古墨 550 点を初公開。

●伝来の確かな名墨の数々
　張絅伯や周紹良など中国の古墨研究家・収蔵家を代表する収集家の旧蔵墨、さらには室町時代から続く

日本最古の製墨業の奈良・古梅園伝来の秘蔵墨など、伝来の確かな名品の数々を収録。
●初公開の貴重な墨関連の文献・拓本資料も多数紹介
　北京の恭王府にあった明代・清代の稀少古墨を、戦前の世界的な古美術商である山中商会が 4 冊本にま

とめた拓本集や、中国を代表する研究者の直筆原稿など、知られていなかった貴重資料を多数収録。
●3Dスキャナによる「形状彫刻の美」の可視化
　古墨の紋様や文字を 3D 形状測定機で撮影・解析し、その造形美を科学的な視点も交えて浮き彫りに。
●初めて科学的に内部組成を解析
　厳選した名墨について、電子顕微鏡（SEM/TEM）や MRI を用いた煤

すす
の粒子解析、ニカワの分子量分布、

ニカワの由来動物種の同定など、古墨の組成を科学調査で体系的に解明した画期的な内容。

第 2巻　唐墨 2【2026 年 12 月刊行予定】

第一章　乾隆御製墨を中心とした清代中期の古墨　
第二章　清代中期以降から清末の古墨
第三章　造墨資料

第一節　煤の分析と考察
第一項　煤 10 種の基礎物性比較考察　松煙 4 種・手炊き菜種油煙 2 種・ラ
ンプブラック煙 4 種／第二項　走査型電子顕微鏡による油煙・松煙の解析／
第三項　近代日本における紀州生まつ松煙煤考／第四項　自製生まつ松煙の

考察（檜煙・リンゴ煙など多数）／第五項　自製油煙の考察）

第二節　膠の分析と考察
第一項　広東膠の解析と考察／第二項　造墨に使用された伝統産業用の膠の
解析と考察／第三項　膠の元素分析

第3巻　江戸古墨・李朝墨・墨型・用紙【2027年4月刊行予定】

第一章　江戸古墨
第一節　古梅園秘蔵の江戸古墨（後水尾天皇御手用残墨など貴重墨）

第二節　江戸古墨
第三節　李朝墨

第二章　和墨の墨型 500 丁
第一節　墨型の美（3D 形状測定機による撮影併用）

第二節　墨型の拓本
第三章　書道用紙の顕微鏡写真解析

第一節　中国宣紙
第二節　韓国紙
第三節　手漉き和紙

本書の特長 全点カラー写真でその外観の美を伝えるとともに、厳選した名墨については、
3D スキャナでの撮影、電子顕微鏡や MRI を使った内部組成の解析を実施。

墨に関する貴重な文献・拓本資料なども併載。
古墨の多角的な情報をふんだんに提供する初の書！

本書の最新情報は右QRコードより
小社サイトをご覧ください
https://catalogue.books-yagi.co.jp/books/
view/2512

稀代の古墨コレクターが蒐集した唐墨・和墨を初公開
明代墨・康煕年代墨・乾隆年代墨・江戸古墨など、稀代の古墨コレクターが

蒐集した唐墨・和墨から厳選し、名品を含めた古墨550点をカラー写真で掲載。
厳選した古墨はMRIなどの科学分析を初めて実施し、組成の秘密に迫る！



五 螭 墨（程君房製　古梅園秘蔵）

奈良・古梅園の秘蔵墨であった名品。一度の対峙
から虜になった眼光は、内面に抑圧されている憤
慨・激昂を圧倒的な表現で造墨している。カラー表示

3D表示

第 1巻に収録する名墨

カラー表示

第一章　古墨の形状彫刻の美（3D形状測定機で撮影）

群玉冊府墨（拱翠堂　黄檗開山・隠元禅師手用残墨　古梅園秘蔵）
黄檗宗の祖・隠元禅師が承応 3 年（1654）に来日した際に携えて
きた古墨で、奈良の古梅園に秘蔵されていた歴史的にも貴重な墨。
古梅園が江戸時代にまとめた名墨の蒐集記録『歴代古墨簿』のトッ
プを飾った名墨。当時の書付史料もあわせて公開。 龍香御墨（村上三島〔芸術院会員・文化勲章受章〕旧蔵）

『唐墨名品集成』（講談社、1976 年）の巻頭に掲載さ
れた明代墨の代表格を、TEM（透過型電子顕微鏡）、
SEM（走査型電子顕微鏡）にて組成を観察。粒度分布
やニカワの分子量分布も計測し、美の秘密に迫る。

四家蔵墨図録（葉恭綽・張絅伯・張子高・尹潤生の直筆）
中国を代表する古墨研究家、葉恭綽・張絅伯・張子高・
尹潤生の直筆原稿資料等を初公開。

文犀照水墨（呉萬化製　恭親王・王府秘蔵　山中商会請来　岸田劉生・
中川一政旧蔵　『唐墨名品集成』掲載墨）

第二章　明代墨ほか

北京の恭親王・溥偉の王府に秘蔵
されていた明代の名品を、麗子
像で有名な日本画家・岸田劉生

（1891-1929）が、山中商会より購
入して愛蔵した墨。岸田劉生著『美
の本体』表紙絵にも使われた。山
中商会が作成し、古梅園秘蔵の拓
本集『春夏秋冬』にも掲載。

原 

寸

康熙御墨（康熙辛未春三月製　周紹良旧蔵）

周紹良著『清墨談叢』に掲載された極めて美しい墨。
康煕辛未年は、1691 年（康煕 30）。美術館や日本
の著作では紹介された例がほとんどない稀少墨。
紋様デザインは見事で、刻は深い趣きと共に彫刻
の美が生きている。高低差をつけた精緻な美しさ
は、墨型彫刻師の技術の高さを物語っている。吸
い込まれるような余韻を醸し出す洗練度は圧巻。
この紋様デザインを 3D スキャナーにて撮影し掲
載した。

原 

寸

3D 表示

山中商会が作成した拓本集『春夏秋冬』 岸田劉生著『美の本体』表紙絵


